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ワップルとは、水や空気によって堆積物の表面にできる

周期的なうねり模様のことである O その波長が50cmより

短かいものをきしていうことが多く、それより長いものは

ューンとかサンドウェーブとよばれている O 波によって

できるリップルをウェーブリップルといい、一方向の流れ

でできるものはカレントリップルという O

浜名湖西岸の湖西市から愛知県の渥美半島にかけて、

い砂擦層および泥鰭からなる更新統渥美層群が分布する O

それは、沿岸から内湾の堆積物からなり、特に、潮汐低地

相および沖浜相にウェーブリップルが認められる O 厚さ数

cm単位で平行もしくは波状に重なる砂泥互層で特徴づけ

られる潮汐低地堆積物中には、細粒~極細粒砂からなる、波長5'"""-'6cm、波高 O.7cm程度の小規模な

ウェーブリップルが見られる(写真上 3)。対称性がよく、まるい峰をもち、

縮機~中諜層と紬粒砂層の互層からなる前浜~上部沖浜の堆積物中には、

におおわれる Oまた、

らなる

す砂層中に、波長15cm、波高 3'"""-'4cmで、粘土痛におおわれたウェ…ブリップルが見られる(写真4) 0 

さらに、沖浜相でも沿岸砂州堆積物中には、写真2、5に見られるような、波長75cm、波高12cm

程度の中粒砂~細撲からなるうねり模様が見られる Oこれはウェ…ブデューンといった方がよいであろ

うOその内部構造は 1方向のアォーセットラミナが卓越し、蜂部の形態はまるく、粘土層におおわれる O

ところで、常に波の影響を受けるような浅い環境では、ウェーブリップルが形成されでも蔵ちに破

壊されてしまい、堆積物中に保存されにくい。上述のように、地層中に見られるウェーブリップルは、し

ばしばその直上に陸源性の粘土層を伴う。水中の粘土は、それが飽和状態に近い場合(台風後の洪水時な

ど)、私たちが思っているよりもかなり

破壊される前に粘土でキャップされることによって、私たちの自に触れるチャンスが増えるわけである。

に沈積するらしく、ウェーブリップルが形成された後、それが
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写真 1 潮汐低地相中に見られるウェーフリ yプJレ。 リyプJレをつくる細粒一極細粒砂層と粘土層と

の互層。波長5cm、波高O.7cm。新居町三ッ省。

写真2 中浜相の沿岸砂州堆積物中のウェーフーテ'ユーン。波長75cm、波高lOcmで、対称性がよく、まる

い峰をもっ。 1方向(写真の右方向)のフォ一セントラミナが卓越しているのがわかる。豊橋市細谷町。
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写真4 前浜~上部沖浜堆積

物中のウェーブリッフjレ。

行葉理を示す細粒砂層中に、

粘土層におおわれた、波長15
cm、波高3cmのリップルが見

える O 湖西市山中池付近。

写真3 潮汐低地相中の極細

手立高少からなるウェーブリップ

ル。かすかな粘土層によりリッ

プツレの形が認められる。湖西

市山口 O
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5 沖;兵相中の細礁から

なるウェーフマヂユーン。波長

75cm、波高12cm。フコすーセッ

トラミナから露頭面に平行方

向の古流向が認められる O 湖

西m白須賀。


